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Abstract

lヽre have developed a sub― Hlilisec 10ng pulse dye laser, fOr the applicatiOns Of isOtOpe
separatiOn,laser prOcessing,rnedical use,and sO On  This nealy deve10ped dye laser has a very

long pulse、vidth of 530 usec and po、 verful output as iarge as 150 rn」
.

1.`よ じ め
`こ

我々は,分光計測用や医用として, ロングパ
ルス色素レーザを試作し,こ れまで 123 μsと い

う長い発振パルス幅を得ている1比

本年は,こ れまでの成果を踏まえ,0.53 msと
いう世界最長のロングパルス発振を達成したの

で報告する。

2.実 験 装 置

Fig,1に レーザ装置のブロック図を示すか。放
電光を効率よく焦光するため,楕円筒を採用し,

その焦点に色素セルとフラッシュランプを配置

してある。Fig.2に フラッシュランプのウォー

タジヤケットの構造を示す。フラッシュランプ

ヤこは, EG&G社 の Xeフ ラッシュラ ン プ
FX45C-6を 用い,励起に無効な波長成分を除く
ため,硫酸銅飽和水溶液で循環。冷去口してぃる。
Fig.3に色素セルの構造を示す。内径 50φ ×

Fig 2 ウォータジャヶットの構造
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Fig l レーザ装置のブロック図
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Fig 3 色素セルの構造


